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ゾル－ゲル法による
    多孔体の構造と物性制御

中西 和樹 先生
京都大学大学院
理学研究科　
准教授

　単量体からの有機高分子の重合反応のように、無機化合物の
前駆体が重合・凝集する過程や、無限網目を形成して固化する
現象を制御して、溶液系からガラス・セラミックスなどの無機
材料を作製することができる。特に流動状態から弾性体へと転
移する段階を含むプロセスを「ゾル－ゲル法」とよび、コーテ
ィングをはじめとする無機系材料の低温形成技術として広く研
究が行われてきた。沈殿や偏析を引き起こす「相分離」は材料
内部に不均一な領域を形成する現象であるが、架橋・固化過程
と組合せると有用な構造制御プロセスになる。特に無機ゾル－
ゲル系では相分離の制御・抑制によって、非常にサイズの揃っ
た細孔など、高度に制御されたマクロ～メソスケールの構造を
得ることが出来る。
　本講演では相分離を伴うゾル－ゲル反応による、無機系酸化
物の階層的多孔構造制御の実例と、そのクロマトグラフィー分
離媒体への応用に加え、相分離の適度な抑制によるナノメート
ル領域の多孔構造形成と、エアロゲルと呼ばれる透光性高断熱
材料の作製について解説する。

Open Seminar


